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平成２３年１月２７日 

東日本高速道路株式会社 

 

平成２２年における交通事故等の発生状況（速報） 

 

 ＮＥＸＣＯ東日本（東京都千代田区）管内における平成２２年（１月１日～１２月３

１日）に発生した交通事故等件数について取りまとめましたので報告いたします。 

 ＮＥＸＣＯ東日本では、引き続き交通安全対策に積極的に取り組んでまいります。 

 

注）資料中の値は NEXCO 東日本の交通管理隊が対応した速報値を用いています。 

 

１．死亡事故件数及び死亡事故率（過去５年間） 

 

 

 

２.死傷事故件数 
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死亡事故件数は減少（▲６件）。死亡事故率も減少。 

死傷事故件数は増加（１１６件）。発生率は増減なし。 

（件） 
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３.故障車処理件数 

 

 

 

４.路上障害物処理件数 
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故障車処理件数は増加（５，２７６件）。発生率も増加（９．５件/億台㌔）。 

路上障害物処理件数は増加（８，７７９件）。発生率は減少（▲１．９件/億台㌔）。

～お客さまへの安全走行のお願い～ 

◎故障トラブルの件数が増加しています。大半は基本的な点検で 

防げますので、お出かけ前には忘れずに点検を！ 

◎積荷の落下等による落下物件数が増加しています。出発前や 

高速道路走行前には必ず積荷の点検をお願いします。 

◎冬タイヤ装着とチェーンの携行を！！ 

◎車の屋根の上に雪を高く積もらせたまま走行すると、走行中に 

  雪の塊が落下し、後続車が避けようとして事故につながることが 

  ありますので、走行前には必ず雪を落としてから走行して下さい。 

◎後部座席でもシートベルトを着用！（着用義務化） 

◎安全速度を守りましょう！ カーブやＪＣＴの手前では十分減速を！ 

◎給油やトイレはお早めに！ 適度な休憩をとって安全運転を！ 

◎万一、事故や故障が起こったら、安全な場所にすみやかに避難し、非常電話で通報を！ 

◎道路の異常は道路緊急ダイヤル『＃9910』で通報を！ 



○取り組みメニュー

① 夜間時事故対策としての高視認性区画線及び対面通行区間の安全対策工（凹凸型路面標示）の推進

② 雨天時事故防止としての高機能舗装の推進

③ 冬期事故対策（自発光スノーポール）の推進

④ 強化型防護柵の推進

⑤ 交通安全キャンペーン
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　ＮＥＸＣＯ東日本では、従前より以下のとおり高速道路における安全対策を実施しています。今後も更なる交

通安全対策について積極的に実施していきたいと考えています。

高速道路における安全対策について

参 考 資 料

高機能舗装従来舗装

高視認性区画線

自発光スノーポール

強化型防護柵 ← ｶﾞｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ

① ②

② ③

凹凸型路面標示

⑤

交通安全キャンペーン

④
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雪氷路セーフティドライビングコンテスト 交通安全キャンペーン


